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Q 1 ワクチン接種について，効果的な接種時期はいつでしょうか。

インフルエンザウイルスは毎年のように変異しながら流行を繰り返しています。これに対応するた

め，原則的には予防接種は毎年必要です。効果的な接種は，流行期が通常12月から翌３月頃ですのでこれ

に備えて少なくとも12月中旬までには接種が終了するような接種計画を組むことです。（参照p86，Q6　

p87，Q9）例年10月初めにそのシーズンのワクチンが市場に出回ります。おおむね10月に１回と，11月に

１回の２回接種，あるいは11月の初めに１回と，11月の終わりに１回の２回接種をしておくと良いでしょ

う。

A

Q 2 ワクチンに使われる株の決定方法について教えてください。

世界的には，WHOの専門家会議で次シ－ズンに向けたインフルエンザワクチンに用いる候補株が

毎年２回（北半球用と南半球用）選定されます。WHO推奨株を参考にして，あわせてわが国の流行状況や

健常人の抗体保有状況などから予測を行い，また，ワクチンの製造に適した株（卵での増殖がよいことや，

継代による抗原性の変化がないことなどの検討）を選択し，毎年５～６月頃に次のシーズンのワクチン株が

決定されます。

A

Q 3
インフルエンザワクチンを２回接種する場合の接種間隔は，４週がもっともよいとさ

れています。その理由を教えてください。

原則的には，接種間隔は１～４週間です。早期に有効な免疫を与えるために１週の間隔で接種がで

きるようになっていますが，より免疫効果を高めるためには，３～４週間隔で接種することが最適です。

A

Q 4 13歳以上は何回接種すればよいでしょうか。

65歳以上の人は１回接種で十分効果があるという報告から，高齢者は１回接種でもよいとされま

した。

　13歳以上65歳未満の人については，近年確実に罹患していたり，昨年予防接種を受けている人は，１回

接種でも追加免疫の効果で十分な免疫が得られると考えられますが，この点に関しては国内での十分な調査

研究はまだ集積されていません。接種回数が１回か２回かの最終的判断は，接種を受ける人のワクチン歴，

罹患歴をみながら最終的に接種する医師の決定によりますが，一般的には１回の接種で十分であるとされて

います。

　海外でインフルエンザワクチンを導入している国では，小児あるいは初めての接種年を除き，毎年１回接

種としているところがほとんどです。

A


